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はじめに 

 

 
現在の香り発生器は、パソコンからコントロールできる高機能芳香機、非接続の簡易

型芳香器、空気清浄効果もある高機能芳香機などがある。 
通信対応の香り発生器は、現時点の市場規模はまだ、黎明期の段階にあるが、通信プ

ラットフォーム等の整備により、今後、50～100%の高成長市場となってゆくものと予想
される。 
 
映画、音楽コンテンツにおいては、今後、香りコンテンツがプラスされてゆくものと

みられ、その意味で、ハード、ソフト、消耗品(精油、アロマ関連等)のニーズは拡大する。 
中長期的に見た場合、大市場に発展してゆくものと考えられる。それは、将来的に香

りの出るテレビ、香りの出る自動車、香りの出る携帯電話等、本格的な製品群が予想さ

れるからである。その意味で、通信対応専用機のみが普及著しい、というものではなく、

複合機タイプの開発製品化が加速、発展してゆき、芳香剤、消耗品(精油、アロマ関連等)
も堅実な成長が予測される。 
 
消臭、脱臭、除菌市場は1000億円市場(2005年度)、年率3～5%の市場成長であるのに

対し、アロマセラピー関連市場は795億円(2005年度)、年率、13%成長となっている。周
辺の癒しグッズ等を含めると、1500億円市場といった見方もなされている。癒し健康産
業の市場拡大は継続してゆくものと見られる。こうした関連市場の状況を考えると、今

後、アロマ関連、健康、美容、癒し関連の香りビジネスは大きく拡大してゆくものと予

想される。 
 
先行企業の中には、「香り通信は実は相当な市場がある」「100億円規模のビジネスにし

たい」という考え方をしている企業もあり、一般的には、従来産業にどっぷりつかった

企業が多いこともあり、当該市場の今後のビジネスチャンスは大きいものがあると考え

られる。  
 
とくにパソコンに接続可能な香り発生器は、ワールドワイドで見た場合、分かりやす

い製品であり、全世界に普及してゆくものと見られる。またパソコンユーザー主体の機

器市場拡大の流れのほか、ハードの新製品としての香り発生テレビ、携帯電話、空気清

浄機、エアコン、、、等の複合タイプも登場し、市場規模は、拡大、最終的には、複合機

のトータル市場も巨大になってゆくものと考えられる。 
 
当調査では、香り通信、ゆらぎ通信の可能性とビジネス戦略、市場予測を行うととも

に、需要家へのアンケートを実施することで、今後のあるべき香りビジネスの戦略展望

をまとめた。当調査報告書が、貴社の事業戦略の一助となれば幸いである。 
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                【調査概要】 
1.調査テーマ 

   
香り通信、ゆらぎ通信の可能性とビジネス戦略、市場予測に関する調査    

- 臨場感通信時代へ向けた付加価値、キラーアプリケーションの動向と市場展望- 
 【調査報告書】 

 

2.調査ポイント 

香り発生装置、配信システムのシステムイメージ

芳香機能内蔵

香り発生装置

香り発生装置
インターネット・ネットワーク

コントロール

※インターネット、オフィスLAN、
ホームLAN等を介して

コントロール

※将来拡大

非接続タイプ
接続タイプ

※USB接続

 

【 通 信 対 応 ・ 香 り 発 生 器 と 香 り コ ン テ ン ツ 市 場 規 模 予 測 】
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